
分野 科目名 配当年次 開講期

専門分野Ⅱ 老年看護学Ⅳ 2年次 前期

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無

1単位
（30時間）

30時間 菅谷清美 専任教員 有

授業

の

概要

ここでは、高齢者に多い疾患や症状について理解し、高齢者 1人 1人のもてる力を見極めながら
1人 1人の高齢者が最善の生を生きることができるように援助方法を学ぶ。

到達

目標

１．老年期における疾病の特徴について理解できる。

２．老年期の主要症状とその看護について理解できる。

３．老年期の主要疾患とその看護について理解できる。

授業

計画

№ 授業内容 授業方法 備考

１ 老化について：「老年症候群とは」 講義

２ 老化について：「サルコペニアとフレイルについて」 講義

３ 老年期における疾病の特徴、廃用症候群の予防 講義・演習

４ 脱水に対する援助：「高齢者の脱水の特徴、看護」 講義

５ 摂食嚥下障害のある患者の看護：「嚥下のメカニズム」 講義・演習

６ 摂食嚥下障害のある患者の看護：「嚥下状態のアセスメント」 講義

７ 摂食嚥下障害のある患者の看護：「間接・直接訓練」 講義

８ せん妄状態に対する看護：「せん妄のアセスメント」 講義

９ せん妄予防の看護、せん妄発症時の看護 講義

10 認知症患者の看護：「認知症とは」「認知症の治療」 講義

11 認知症患者の看護：「認知症の症状」 講義

12 認知症患者の看護：「看護」 講義

13 高齢者の薬物療法 講義

14 高齢者のエンド・オブ・ライフケア：「生きることを支える」 講義

15 意思決定への支援：「看護師の役割」 講義

評価 筆記試験 100点
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